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ナ
チ
ス
白
統
制
経
済
は
、
民
間
常
業
者
に
よ
る
純
粋
の
自
治
統
制
で
左
い
と
と
、
い
ふ
ま
で
も
左
い
が
、
同
時
に
鼠
槙
を
背
景
に

し
た
狗
諸
口
的
在
宵
僚
統
制
で
な
い
こ
と
、
費
一
一
昌
を
要
し
在
い
。
否
、
そ
の
一
双
方
を
揚
棄
し
た
よ
り
高
次
の
経
済
で
あ
る
n

そ
れ
は
図

家
の
指
導

E
植
軸
と
し
た
が
ら
、
営
業
者
の
自
治
と
創
意
と
責
任
止
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
由
と
拘
束
と
D
力
事
的
交
錯
は

か
な
り
複
雑
な
両
貌
主
呈
し
て
ゐ
る
。
い
ま
試
み
に
岡
家
と
経
済
に
闘
す
る
ナ
チ
ス
の
根
本
理
念
を
摘
記
す
れ
ば
、
次
白
如
く
で
あ

h
り
F

勺
J
O

第
一
、
民
族
の
運
命
を
決
定
す
る
も
の
は
、
経
済
で
は
た
〈
、
政
治
で
あ
る
。
経
済
白
上
に
政
治
的
指
導
が
立
つ
。
経
済
政
策
は

全
樟
政
治
白
一
部
で
あ
る
。

第
三
、
経
済
は
と
り
わ
け
民
族
の
た
め
に
、
最
高
の

H
つ
最
善
の
生
存
保
件
主
創
り
出
し
、
園
民
を
粧
品
門
的
に
安
岡
な
ら
し
め
、

野
揺
よ
り
防
禦
す
る
こ
と
を
主
要
任
務
と
す
る
。
き
れ
ば
絞
摘
の
任
務
は
、
車
た
る
欲
望
の
充
足
に
止
ま
る
も
の
で
は
抵
い
。

第
一
一
一
、
経
済
を
皆
む
と
と
は
、
岡
家
の
向
布
の
住
務
で
は
た
い
。
園
家
は
締
じ
て
経
済
に
任
務
を
諜
す
る
己
と
を
も
っ
て
、
満
足

ず
る
こ
と
が
出
来
る
。

第
四
、
岡
家
白
経
済
的
活
動
は
、
何
ら
世
界
観
の
問
題
で
は
泣
く
て
、
合
目
的
性
の
問
題
で
あ
る
。
あ
る
領
域
に
会
け
る
私
経
済
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が
、
自
由
怠
る
創
意
と
私
的
危
険
に
某
づ
い
て
、
そ
の
任
務
を
達
成
し
得
な
い
か
、
叉
は
充
分
に
達
成
し
得
た
い
時
に
、
国
家
の
経

済
的
問
動
が
起
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
ナ
チ
ス
の
統
制
経
済
と
離
も
、
個
々
の
揚
合
に
つ
い
で
見
る
注
ら
ぽ
、
行
過
ぎ
も
あ
り
、
不
徹
底
も
売
れ
な
か
っ
た
で

お
ら
う
。
し
か
し
、
金
剛
閣
と
し
て
考
へ
る
時
、
大
昔
友
成
功
を
収
め
た
と
と
は
確
か
で
あ
り
、
如
何
な
る
ナ
チ
ス
嫌
ひ
と
雌
も
、
今

日
で
は
己
れ
を
認
め
た
い
わ
け
に
行
か
た
い
。
そ
し
て
成
功
の
原
因
は
、
要
す
る
に
ナ
千
ス
澗
特
白
機
構
と
そ
の
運
用
白
妙
に
蹄
す

る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
と
の
意
味
に
な
い
て
、
ナ
千
ス
経
済
閣
酬
閣
の
再
編
成
の
問
題
は
、
た
か
ん
づ
〈
我
々
の
闘
心
に
値
す

る
。
し
か
し
、
ナ
チ
ス
の
経
済
関
鵠
は
、

一
定
の
原
理
的
公
式
に
基
づ
い
て
電
撃
的
に
建
成
さ
れ
た
も
の
で
は
た
く
、
む
し
b
不
断

。
自
己
批
判
に
よ
り
、
絶
え
や
修
正
を
加
へ
つ
つ
、
寅
践
の
過
程
に
沿
い
て
徐
々
に
護
展
し
た
も
白
で
あ
る
。

一
九
一
一
一
一
一
一
年
待
望
の
政
権
獲
得
と
同
時
に
、
ナ
チ
ス
は
ま
っ
さ
き
に
劃
一
化
(
E
E
長
邑
E
Z
E
問
)
を
志
し
、
こ
れ
を
敢
行
し
た
。
す

な
は
ち
聯
邦
制
度
を
底
止
し
、
政
黛
D
解
散
を
へ
叩
巳
亡
J
7
目
華
航
自
由
民
賓
の
意
味
に
ゐ
け
る
杢
酬
四
国
家
、
草
一
一
収
集
組
織
を
樹
立
し
た
。

か
う
し
た
政
治
的
在
地
な
ら
し
工
作
が
誕
行
し
た
他
の
一
方
に
沿
い
て
、
経
済
再
編
成
の
問
題
が
横
た
は
っ
て
ゐ
た
。
従
来
の
ド
イ

?
に
沿
け
る
企
業
者
囲
慣
は
、
乙
れ
を
三
つ
の
範
臨
時
に
分
っ
と
と
が
問
来
る
。
第
一
は
、
持
働
問
題
に
闘
す
る
閣
憶
と
し
て
の
履
主

組
合
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
は
勢
働
組
合
と
共
に
、
己
れ
を
悉
〈
解
消
せ
し
め
、
持
費
一
鴨
D
組
織
と
し
て
新
た
に
勢
働
戦
線

E
結
成
せ

し
め
た
。
第
二
は
)
市
場
統
制
園
瞳
と
し
て
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
ナ
チ
ス
白
政
策
は
、

一
九
三
三
年
七
月
十
五

H

白
強
制
カ
ル
テ
ル
法
の
制
定
借
よ
び
経
済
力
濫
用
取
締
令
(
一
九
二
三
年
)
の
改
正
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。
第
三
は
問
題
の
経
済
圏
栂

で
あ
る
。
ナ
チ
ス
は
従
来
の
任
意
閣
酷
で
あ
る
経
済
開
睦
を
ば
整
理
統
合
し
て
、
指
導
者
原
理
に
立
つ
新
し
い
強
制
関
憶
に
置
き
換

へ
た
。
以
下
、
ヵ
パ
テ
ル
正
粧
済
閣
慢
の
闘
係
に
つ
い
て
、
簡
阜
た
考
察
を
加
へ
た
い
と
思
ふ
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
ま
づ
在
野
時

ナ
チ
ス
経
務
園
盛
田
成
立

第
五
十
三
谷

繁

雄



ナ
チ
ス
桓
商
圏
惜
の
成
立

第
五
十
三
巻

策

強

代
に
長
け
る
ナ
チ
ス
の
主
張
を
顧
み
友
け
れ
ぽ
な
ら
ぬ
。

一
九
二

O
年
二
月
二
十
四
日
ミ
ェ
ン
へ

Y
黛
犬
舎
に
た
い
て
致
表
さ
れ
た
ナ
チ
ス
の
綱
領
は
、
二
十
五
簡
保
よ
り
成
立
っ
て
ゐ
る

が
、
そ
の
最
後
D
第
二
十
五
僚
に
は
次
の
如
〈
書
h
れ
て
ゐ
る
。
日
〈
、

「
以
上
の
諸
却
を
遊
行
せ
ん
が
た
め
に
吾
人
は
要
求
す
。

国
家
の
強
力
左
る
中
央
樺
力
の
確
立
。
円
空
園
家
友

ιび
忙
そ
の
組
織
全
般
の
上
に
立
つ
政
治
的
中
央
議
舎
の
絶
封
的
構
成
。
圏
家
の

制
定
す
る
原
則
法
を
各
州
に
於
て
賀
行
す
る
た
め
の
一
職
業
階
級
合
議
所
D
設
置
L

云
々
。
右
に
よ
っ
て
我
々
は
、
後
年
問
題
と
在
つ

た
と
己
ろ
白
経
済
閣
慌
問
題
に
闘
す
る
在
野
時
代
の
ナ
千
ス
の
見
解
の
一
端
を
お
ぼ

b
げ
た
が
ら
把
拐
す
る
こ
と
が
由
来
る
が
、
他

方
、
カ
ル
テ
ル
に
閲
し
て
は
如
何
在
る
宅
張
が
な
さ
れ
で
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。

さ
き
の
黛
綱
領
は
、
「
吾
人
は
(
従
車
)
既
に
吐
台
化
苫
れ
た
企
業
(
ト
ラ
ス
ト
)
を
闘
替
に
う
っ
す
こ
と
を
要
求
す
L

(
第
十
=
履
)
と

掲
記
し
、
そ
し
て
フ
ェ
グ
ー
は
モ
の
趣
旨
を
解
説
し
て
、
弐
心
如
〈
い
っ
て
ゐ
る
。
「
大
企
業
(
ヨ
ン
ツ
Z

ル
ン
・
シ
シ
ヂ
ウ
1

下
お
よ
び

ト
ラ
ス
ト
)
の
園
川
常
化
の
要
求
も
ま
た
、
資
本
士
て
義
的
概
念
に
謝
ナ
る
我
々
の
一
般
的
闘
守
か
ら
生
す
る
。
ー
l
シ
ン
ヂ
ケ

1
ト
や
ト

ラ
ス
ト
は
、
何
よ
り
も
ま
づ
、
あ
る
生
産
領
域
に
沿
い
て
、
国
間
格
調
裁
の
目
的
を
も
っ
て
、
同
じ
粧
品
百
の
結
合
を
樹
立
ぜ
ん
と
す
る

目
的
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
最
も
優
良
、
最
も
廉
債
在
る
財
貨
を
提
供
せ
ん
と
す
る
努
力
で
は
な
〈
、
消
費
者
に
射
し
ほ
し
ひ
ま

与
に
商
品
目
数
量
と
品
質
と
債
格
と
を
決
定
せ
ん

L
す
る
努
力
が
支
配
的
危
D
だ
。
か
L
る
「
リ
ン
グ
」
は
個
々
の
牧
経
の
あ
る
粧
品
百

に
た
い
て
、
特
に
好
ま
れ
る
と
と
る
で
あ
る
。
同
種
の
新
し
い
企
業
が
、
し
ば
し
ば
英
犬
左
代
金
と
引
換
に
買
牧
さ
れ
た
り
、
休
止

さ
れ
た
り
す
る
。
か
く
て
「
供
給
」
モ
れ
自
鵠
は
、
「
割
詣
」
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
、
従
っ
て
憤
格
は
「
需
要
供
給
」
と
い
ふ
名
目
だ

け
の
岐
本
法
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
と
そ
が
、
主
さ
に
株
主
に
と
っ
て
の
問
題
な
の
だ
。
競
争
に
よ
っ
て
、
債
格

は
出
来
る
だ
ザ
低
〈
維
持
さ
れ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
も
は
や
問
題
で
は
友
い
。
一
た
か
ん
づ
く
革
新
干
護
明
は
、
も
し
そ
れ
が
市
い
経
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侍
の
「
収
往
L

に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
地
〈
見
ら
れ
、
え
て
抑
摩
さ
れ
が
ち
で
あ
る
o
」

と
れ
に
よ
っ
て
と
れ
を
見
れ
ば
、
在
野
時
代
に
長
け
る
ナ
チ
ス
の
会
式
的
見
解
は
、
カ
ル
ア
ん
の
最
高
の
形
態
で
あ
る
シ
ン
ヂ
ケ

ー
ト
を
ト
ラ
ス
ト
と
ほ
ぼ
同
等
規
し
、
と
れ
に
謝
し
て
敵
謝
的
態
度
を
示
し
て
ゐ
た
こ
と
、
想
像
に
か
た
〈
な
い
。
も
ち
ろ
ん
と
れ

だ
け
で
、
ナ
チ
ス
が
カ
ル
テ
ル
一
般
に
卦
し
て
否
定
的
友
考
へ
を
も
っ
て
ゐ
た
と
論
定
す
る
こ
と
は
、
或
は
郎
断
の
謙
り
を
売
れ
ぬ

で
あ
ら
う
u

友
ぜ
た
ら
、

一
口
に
カ
ル
テ
ル
と
い
っ
て
も
、
例
へ
ば
、
そ
の
忌
も
強
同
な
組
織
で
あ
る
シ

y
ヂ
ケ

1
ト
と
駆
め
て
ん

ー
ズ
及
協
定
で
あ
る
僚
件
カ
ル
テ
ル
と
で
は
、
己
れ
を
同
等
闘
す
ペ
〈
あ
ま
り
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
い
は
ゆ

る
カ
ル
テ
ル
の
中
に
は
中
小
終
替
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ナ
千
ス
が
中
小
絞
替
の
同
情
者
で
あ
り
、
そ
の

維
持
宥
績
に
熱
窓
を
よ
せ
て
ゐ
た
こ
と
も
、
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
窯
綱
領
第
十
二
僚
は
い
ふ
、

「
経
済
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に

沿
い
て
、
小
、
中
、
大
粧
替
白
健
全
た

Z
混
定
が
、
維
持
さ
れ
ね
ば
た
ら
ね
し
と
。

ナ
チ
ス
政
槽
獲
得
前
に
台
け
る
ド
イ
ツ
に
長
い
て
、
カ
ル
テ
ル
運
動
は
如
何
た
る
段
階
に
透
し
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
か
。

い
は
ゆ
る

カ
ル
テ
ル
統
計
在
る
も
の
は
、
己
の
一
間
忙
針
し
て
、
充
分
の
解
答
を
惑
ん
で
は
央
れ
た
い
け
れ
ど
も
、
試
み
に
す
l
F
Y
フュ

1
ル

に
従
っ
て
、
栴
慨
を
随
一
へ
れ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る
ロ

ワ
ー
ゲ
ン
フ
ュ

t
ル
の
調
突
は
、

一
九
三

O
年
の
事
賓
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
よ
る
と
、
工
業
に
告
げ

Z
カ
ル
テ

ル
は
一
七
一
七
で
あ
り
、
交
通
・
金
融
・
保
険
に
告
け
る
そ
れ
を
合
算
す
る
と
、
綿
数
一
八

O
Oに
透
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
何
を
カ

ル
テ
ル
と
観
念
す
る
か
は
事
者
に
よ
っ
て
相
遣
す
る
た
め
、
同
じ
年
度
白
調
査
で
あ
り
な
が
ら
、
カ
ル
テ
ル
の
数
は
、
調
究
主
健
在

異
に
す
る
に
従
っ
て
相
違
し
、
し
か
も
そ
の
開
き
が
非
常
に
大
き
い
と
い
ふ
と
と
は
、
従
来
ま
L
見
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
が
、

ナ
チ
ス
鯉
商
圏
謹
白
成
立

傍
五
十
三
巻

停

挽
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ナ
チ
ス
鯉
簡
園
樺
白
成
立

第
五
十
コ
一
巻

四

I 工業(卸商業を合む 1717

( 1 )鏑業 62 

(2 ) 製鏡重量(銭および銅 108

(3) 蝿鋼製品 167 

(4) 冶金工業 37 

(δ) 金扇製品 36 

( 6 ) 槽械工業 115 

(7) 草鞠 15 

(8 ) 電気掛械・精密概械・光準機械63

( 9 ) 電力・瓦斯・水道 14 

(10) 建築 160 

(11) 石材・土砂 25 

(12) 陶 磁 器 出

(13) ヵ・ラス 酎

(14) 化畢製品 200 

(15) 木材・木材加工業 67 

(16) 紙および板紙 66 

(17) 繊維・被服 267 

(18) 皮草・リノリウム 38 

(19) ゴム・樹脂・アスイスト 12 

(20) 食料品・晴好品 130 

(21) 玩具・スポーツ用品 12 

(22) 柴 器 23 

(2勺プキルム 旦

(24) 出版・聞書販貰・美術品販買 4 

(25) 複寝 業 12 

E 交誼 40 

ホ運 30 

陸運(謹注業を合む 10

銀行および取引所 8 

保険 35 

E 

w 第

披

四

1800 

彼
に
よ
る

ヂ
ン
フ
ュ

1

ル
の
研
究
は

だ
い
た
い
穏

健
に
し
て
中

正
を
え
た
も

の
ム
」
見
て
よ

音十

か
ら
う
と
思

車事

J、。

と
、
布
の
数
字
は
決
し
て
あ
ら
ゆ
る
カ
ル
テ
ル
を
悉
〈
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
煉
瓦
工
業
や
銀
行
業
に
あ
っ
て
は
、

地
方
的
社
圏
慣
が
少
く
な
い
が
、
己
れ
ら
を
も
計
上
す
る
ム
」
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
白
数
字
が
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
農
林
業
に
た
け
る

カ
ル
テ
ル
的
闇
閥
、
手
工
業
に
ゐ
げ
る
多
数
の
開
業
者
組
合
、
小
賀
商
業
に
島
け
る
協
定
、
放
館
骨
業
治
よ
び
澗
小
費
業
に
治
け
る

規
約
、
自
由
職
業
に
持
け
る
債
格
統
制
闘
惜
等
は
、
す
べ
て
己
れ
を
除
外
し
た
が
、
も
し
こ
れ
ら
を
も
加
へ
る
と
す
れ
ば
、

九

O
年
末
現
在
に
沿
い
て
、
少
〈
と
も
二
問
。
。
位
の
カ
ル
テ
ル
が
潤
遜
比
存
在
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
主
と
し
て
問
題
と
注
る

食
料
品
、
機
械
工
業
等
の
諸
部
門
に
比
較
的
多
い
E
と
が
知
り
符
ち
れ
る
。

り
は
、
い
ふ
ま
で
も
た
〈
工
業
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
が
、
そ
の
内
議
を
見
る
と
、
繊
維
被
服
、
化
問
甲
製
品
、
銭
鋼
台
よ
ぴ
鍛
銅
製
口
問
、

し
か
し
、
皐
去
る
教
的
把
握
は
、
カ
ル
テ
ル
化
の
一
貫
般
に
封
し
て
何
ら
精
密
た
概
念
を
山
県
へ
る
も
の
で
は
た
い
u

個
々
の
部
門

K



沿
い
て
、
如
何
た
る
種
類
白
カ
ル
テ
ル
が
最
も
多
〈
普
及
し
て
ゐ
る
か
、
と
い
ム
こ
と
が
、
我
々
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
債
格
カ
ル
テ
ル
・
請
負
カ
ル
テ
ル
の
如
昔
、
低
級
白
カ
ル
テ
ル
が
多
い
が
、
そ
れ
と
も
生
産
カ
ル
テ
ル
・
地
域
カ
ル

テ
ル
・
割
首
カ
ル
テ
ル
白
如
昔
、
よ
り
高
級
た
カ
ル
テ
ル
が
多
い
か
で
あ
る
。
ワ

1
、
ケ
ン
フ
ュ
ー
ん
に
よ
る
と
、
工
業
カ
ル
テ
ル
の

う
ち
、
低
級
白
カ
ル
テ
ル
は
高
級
の
カ
ル
テ
ル
の
二
倍
に
あ
た
る
。
つ
ま
り
、
=
一
分
の
三
が
低
級
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
り
、
残
り
一
二
分

の
一
が
高
級
の
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
。
さ
う
し
ア
一
低
級
の
カ
ル
テ
ル
白
大
多
数
を
し
め
る
も
の
は
、
コ
ン
ベ
ン
チ
ヨ

l

y
・
慣
格
カ
ル

テ
ル
乃
至
は
慣
格
カ
ル
テ
ル
類
似
の
協
定
(
例
へ
ば
公
正
倒
格
組
合
、
公
開
債
格
組
合
等
々
)
で
あ
る
。
債
格
統
制
を
件
は
や
し
て
草
に
販

責
保
件
の
み
を
協
定
す
る
も
白
は
、
悉
〈
除
外
し
、
右
の
数
字
の
中
に
合
ま
れ
で
ゐ
た
い
。
高
級
の
カ
ル
テ
ル
の
う
ち
大
部
分
は
シ

ン
ヂ
ケ

l
ト
(
共
販
カ
ル
テ
ル
)
で
あ
っ
て
、
約
三
分
の
一
一
を
し
め
、
生
産
カ
ル
テ
ル
・
地
域
カ
ル
テ
ル
・
割
営
カ
ル
テ
ル
等
が
あ
と

の
三
分
の
一
を
し
め
て
ゐ
る
。
利
潤
分
配
カ
ル
テ
ル
(
プ
ー
と
は
、
相
側
遜
に
告
い
て
は
比
較
的
少
い
。
念
の
た
め
断
っ
て
む
〈
が
、

高
級
の
カ
ル
テ
ル
は
低
級
の
カ
ル
テ
ル
を
ば
そ
の
内
部
に
包
含
し
て
ゐ
る
。
己
の
ゆ
ゑ
に
、
カ
ル
テ
ル
雄
類
の
が
」
則
的
把
握
は
、
極

端
に
困
難
化
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
右
の
統
計
で
は
、
二
重
計
算
に
陥
る
己
と
を
さ
け
、
高
級
の
カ
ル
テ
ル
の
み
を
計
上
す
る
方

針
を
と
っ
た
。
そ
の
限
り
に
長
い
て
一
膝
信
頼
す
る
に
足
る
、
と
い
へ
ょ
う
。

し
か
し
、
た
と
ひ
カ
ル
テ
ル
の
形
態
が
一
腹
判
明
し
た
と
し
て
も
、
カ
ル
テ
ル
拘
束
の
強
溺
に
闘
す
る
判
断
は
、
費
際
の
内
的
危

カ
ル
テ
ル
政
策
も
し
く
は
カ
ん
テ
ル
の
蓮
斡
に
依
存
す
る
問
題
で
あ
る
。
ど
の
程
度
定
款
K
記
載
さ
れ
た
慣
格
決
定
の
方
法
、
生
産

制
首
の
+
刀
法
等
が
貴
行
さ
れ
る
か
を
知
る
の
で
一
泣
け
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
白
拘
束
力
に
闘
し
て
何
ら
的
確
友
判
断
を
下
し
う
る
も
の
で

泣
い
。
然
る
に
カ
ル
テ
ル
の
針
内
政
策
の
質
的
規
定
は
、
統
計
的
に
芭
接
己
れ
を
捕
捉
す
る
己
と
の
出
来
血
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
と
L
に
カ
ル
テ
ル
統
計
の
限
界
を
見
出
さ
ざ
る
を
得
た
い
。

ナ
チ
ス
糎
済
圏
棋
の
成
立

第
五
十
三
巻

ヨ玉

第

競

五



ナ
チ
ス
極
済
圏
瞳
の
成
立

第
五
十
二
一
容

六

第

競

六

に
も
拘
ら
や
、
我
々
は
右
の
簡
単
友
認
識
を
も
っ
て
し
で
も
、
営
面
白
問
題
に
と
っ
て
あ
る
程
度
役
立
つ
こ
と
を
認
め
ね
ば
た
ら

ね
。
つ
ま
り
猪
惑
に
沿
い
て
も
、
カ
ル
テ
ル
白
大
部
分
が
低
級
の
カ
ル
テ
ん
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、
と
れ
を
無
腕
し
て
カ
ル
テ
ル
政
策

を
樹
立
す
る
己
と
は
出
来
友
い
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
女
に
述
べ
る
ナ
チ
ス
の
強
制
カ
ル
テ
ル
法
心
運
用
に
徴
し
て
も
、

充
分
比
首
肯
す
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ち
う
。

ナ
チ
ス
は
政
樺
獲
得
後
聞
も
な
〈
、
上
り
正
確
忙
い
へ
ば
一
九
三
三
年
七
月
十
五
日
に
、
強
制
カ
ル
テ
ル
法
を
公
布
し
、
同
時
に

枇
舎
民
主
築
時
代
に
制
定
さ
れ
た
カ
ル
テ
ル
法
で
あ
る
経
済
力
政
府
取
締
令
(
一
九
三
二
年
)
の
改
正
を
行
っ
た
。
己
れ
は
ナ
チ
ス
の

具
櫨
的
カ
ル
テ
ル
政
策
の
表
明
と
し
て
記
録
的
左
大
き
た
山
川
市
刑
事
で
あ
る
。
し
か
も
双
方
と
も
カ
ル
テ
ル
功
成
政
策
で
あ
る
霜
に
ゐ

い
て

一
唐
注
目
に
値
す
る
。
ナ
チ
ス
以
前
に
託
け
る
猟
逸
の
カ
ル
テ
ル
政
策
が
慨
し
て
消
極
的
友
カ
ル
テ
ル
監
両
政
策
で
あ
っ
た

の
に
封
し
て
、
著
し
い
輔
向
で
あ
る
ば
か
り
?
注
〈
、
在
野
時
代
カ
ル
テ
ル
嫌
び
で
一
般
に
通
っ
て
ゐ
た
ナ
千
ス
が
、
忽
ち
豹
援
し

て
カ
ル
テ
ル
に
好
感
を
よ
せ
始
め
た
や
う
に
も
と
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ふ
ま
で
も
友
〈
強
制
カ
ル
テ
ル
は
、
図
案
の
端
的
た
カ
ル
テ
ル
助
成
政
策
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
或
は
新
カ
ル
テ
ル
の
強
制
結

成
の
形
態
を
と
り
、
或
は
既
存
カ
ル
テ
ル
へ

D
ア
ウ
ト
・
サ
イ
ダ
ー
の
強
制
加
入
の
形
態
を
と
り
、
或
は
既
存
カ
ル
テ
ル
の
強
制
延

朗
自
形
態

E
と
る
が
、
そ
白
い
づ
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
営
該
産
業
が
何
ち
か
軍
大
な
困
難
に
隠
っ
た
と
と
を
前
提
と
し
、
ま
た
業
界

。
自
力
救
済
白
不
可
能
な
と
と
を
前
提
、
と
す
る
。
戦
前
D
事
貨
に
よ
る
と
、
岡
一
家
白
か
う
し
た
カ
ル
テ
ル
助
成
政
策
は
、
企
業
結
合

。
比
較
的
遅
れ
た
固
か
、
或
は
著
し
く
未
帯
民
連
白
産
業
部
門
に
砕
い
て
見
ら
れ
た
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。

間
叫
品
坦
に
沿
い
て
強
制
カ
ル
テ
ル
が
最
一
初
に
円
程
忙
上
っ
た
D
は
、
さ
き
の
欧
洲
大
戦
官
時
の
と
と
に
属
す
る
が
.

つ
い
で
酬
明
後
由



枇
曾
化
時
代
に
、
例
へ
ば
加
里
や
石
茨
に
強
制
カ
ル
テ
ル
が
設
立
さ
れ
た
υ

そ
れ
は
枇
合
民
主
主
義
的
在
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
〈

か
の
「
計
書
経
済
」
の
具
値
的
権
営
者
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
後
一
九
二
一

O
年
よ
り
一
丸
一
二
三
年
に
か
け
て
、
燐
寸
、
牛
尉
品
、
砂
糖

澱
粉
等
に
強
制
カ
ル
テ
ル
が
設
立
さ
れ
た
。

そ
れ
は
枇
合
化
時
代
の
や
う
在
計
書
経
済
的
意
味
合
ひ
の
も
の
で
は
友
く

て
、
明
か
に
経
済
促
進
的
な
性
質
を
お
び
た
も
白
で
あ
う
わ
。

し
か
し
、

と
も
あ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
強
制
カ
ル
テ
ル
は
単
行
法
に
よ
り
個
々
の
部
門
に
設
立
さ
れ
た
と
い
ム
に
止
ま
り
、

般
的
た
強
制
カ
ル
テ
ル
法
は
ま
だ
制
定
さ
れ
て
ゐ
友
か
っ
た
。
そ
れ
が
賓
現
し
た
の
は
、
ナ
チ
ス
忙
た
う
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
意
味
に
沿
い
て
一
九
三
三
年
の
強
制
カ
ル
テ
ル
法
は
、
ま
さ
に
劃
期
的
友
立
法
で
あ
っ
か
、
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
ど
の
部

門
に
も
、
必
要
に
臆
じ
て
強
制
カ
ル
テ
ル
を
設
立
し
う
る
建
前
の
も
の
で
あ
る
。

「
経
済
大
臣
ハ
企
業
ノ
重
要
性
対
=
金
槌
経
済
及
公
共
ノ
幅
祉
ヲ
考
慮
シ
、
特
-
一
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
、
市
場
統
制
ノ
目

的
ヲ
以
テ
企
業
ヲ
シ
ン
ヂ
ケ

l
ト
、
カ
ル
テ
ル
若
ク
ハ
之
ト
類
似
ノ
協
定
一
↑
結
合
セ
シ
メ
、
叉
ハ
既
存
ノ
斯
カ
ル
企
業
結
合
一
一
加
入

セ
シ
ム
ル
ヨ
ト
ヲ
得
」
(
強
制
カ
ル
テ
ル
法
第
一
帳
)
。
か
う
し
た
傑
文
で
始
る
ナ
チ
ス
の
強
制
カ
ル
テ
ル
法
は
、
僅
々
十
僚
よ
り
な
る
短

い
法
律
で
は
あ
る
が
、
経
済
大
臣
に
極
め
て
強
大
た
権
限
を
奥
へ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
さ
う
か
と
い
っ
て
、
カ
ル
テ
ル
に
よ

る
経
済
の
再
編
成
を
も
く
る
ん
だ
も
の
、
と
早
合
賭
し
て
は
た
ら
ぬ
。
立
法
趣
意
書
が
念
入
り
に
断
っ
て
ゐ
る
や
う
に
、
強
制
カ
ル

デ
ル
法
は
、
「
個
々
白
企
業
者
白
創
意
と
責
任
と
に
基
づ
く
経
済
秩
序
を
根
本
か
ら
鑓
草
し
よ
う
と
す
る
も
む
で
も
た
〈
、
ま
た
園

家
的
計
華
経
済
を
貫
均
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
た
い
」
。
そ
れ
は

「
非
常
時
に
の
み
適
用
さ
る
べ
昔
暫
定
的
た
臨
時
立
法
L

っ
た
。
立
法
趣
旨
が
さ
う
で
あ
る
ば
か
り
で
た
く
、
事
責
に
沿
い
て
法
の
運
用
は
、
頗
る
慎
重
か
っ
賢
明
に
行
は
れ
た
り
で
あ
る
。

十
九
三
三
年
よ
り
一
九
三
六
年
に
か
け
て
の
最
初
白
四
箇
年
聞
は
、
第
一
次
四
箇
年
計
撃
の
寅
施
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
従
っ
て
そ

ナ
チ
ス
極
摺
闇
悼
の
威
主

第
五
十
三
巷

七

七

童書

離

で
あ
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キ
J

チ
λ

極
端
問
閤
陸
自
成
立

第
五
十
三
巻

ノ'-

J可、

第

擁

E

で
は
恐
慌
の
克
服
と
い
ふ
と
と
が
、
首
面
の
課
題
で
あ
っ
た
。
よ
り
具
瞳
的
に
い
へ
ば
、
農
村
白
救
消
と
失
業
問
題
の
解
決
が
目

棋
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
強
制
カ
ル
テ
ル
法
は
疲
弊
産
業
部
門
k
b
け
る
無
統
制
友
競
争
に
止
め
を
刺
し
、
業
界
に
安
定
を

資
ら
ナ
己
と
に
よ
っ
て
、
右
の
目
標
白
達
成
を
側
面
よ
り
掩
護
せ
ん
と
す
る
も
の
に
外
た
ら
左
い
。

高
度
工
業
国
で
あ
る
濁
逸
に
告
い
て
は
、
殆
ん
ど
ど
の
部
門
に

E
カ
ル
テ
ル
が
存
在
し
て
ゐ
た
か
ら
、
従
っ
て
新
規
カ
ル
テ
ル
白

強
制
結
成
白
事
例
は
乏
し
く
、
既
存
カ
ル
テ
ル
へ
白
ア
ウ
ト
・
サ
イ
ダ
ー
白
強
制
加
入
が
、
強
制
カ
ル
テ
ル
の
歴
倒
的
大
部
分
を
し

め
た
白
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
皐
克
ナ
る
に
、
弱
鶴
自
治
カ
ル
テ
ル
の
図
槽
に
よ
る
補
強
を
意
味
す
る
。
強
制
カ
ル
テ
ル
設
立
む
命
令

は
、
凹
筒
年
闘
に
一
二

O
K
上
っ
た
と
報
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
営
時
濁
品
躍
に
長
け
る
工
業
カ
ル
テ
ル
の
線
教
を
約
一
七

O
O
L」
見
積

れ
ば
、
必
十
し
も
多
い
と
は
い
へ
友
い
で
あ
ら
う
。
多
く
は
僚
件
カ
ル
テ
ル
ま
た
は
債
格
カ
ル
テ
ル
で
あ
っ
て
割
営
カ
ル
テ
ル
は
む

し
ろ
時
間
で
あ
っ
た
。
と
の
と
と
は
、
強
制
カ
ル

T
ル
の
統
制
事
項
が
主
と
し
て
販
賓
債
格
や
販
責
保
件
忙
闘
ナ
る
も
の
で
あ
り
、
カ

ル
テ
ん
と
し
て
は
低
皮
の
も
の
が
大
部
分
を
し
め
て
ぬ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
申
引
に
強
制
カ
ル
テ
ル
の
期
間
は
慨
し
て
短
期
間
で
あ

っ
た
。
強
制
カ
ル
テ
ル
は
非
常
時
の
暫
定
的
措
置
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
期
聞
を
短
〈
限
定
し
、
賓
際
的
必
要
以
ヒ
に
園
家
的
干
沙

白
及
ぶ
己
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
己
と
が
窺
は
れ
る
。

ナ
チ
ス
の
強
制
カ
ル
テ
ル
法
は
、
か
く
白
如
く
、
特
に
政
府
が
必
要
や
む
を
得
や
と
認
め
た
場
合
に
隈
っ
て
費
動
さ
れ
た
。
さ
う

し
て
政
府
が
必
要
と
認
め
た
揚
合
は
、
多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
に
封
す
る
政
府
の
措
躍
も
か
ら
ん
一
様
で
は
な
い
円
。
個
々

D
事
例

に
つ
い
て
見
る
と
、
国
内
閣
樟
と
外
国
側
と
の
協
力
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
目
的
に
出
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま
た
小
規
模
工
業
部
門

が
陥
っ
た
困
難
を
放
は
う
と
す
る
趣
旨
に
基
づ
い
た
も
凸
も
あ
る
。

一
時
的
危
過
剰
生
産
や
趣
味
流
行
白
煙
涯
に
熔
ぜ
し
め
よ
う
と

し
た
も
白
が
あ
る
か
と
恩
ふ
と
、
季
節
的
現
象
主
緩
和
し
、
家
庭
持
働
者
や
家
内
工
業
者
白
粧
台
紙
態
を
改
善
し
土
う
と
し
た
も
白
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も
あ
る
。
大
中
小
企
業
聞
の
均
衡
を
維
持
し
、
加
下
部
門
の
調
立
性
を
保
誰
し
、

生
産
部
門
の
債
格
主
調
整
し
て
他
と
の
均
衡
を

得
せ
し
め
、
園
民
経
済
的
に
望
ま
し
き
事
業
の
負
権
主
在
る
べ
く
多
数
者
に
分
訓
し
よ
う
と
し
た
も
の
も
あ
る
し
、
同
種
の
企
業
問

に
事
業
の
分
野
を
劃
定
し
、
ま
た
特
別
の
専
門
取
引
商
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
も
り
も
あ
る
。

業
者
の
側
か
ら
の
強
制
カ
ル
テ
ル
設
立
の
申
請
は
、

ι
川
な
り
の
敢
に
上
っ
た
が
、
営
局
は
厳
重
に
恭
売
し
、
買
に
や
む
を
得
や
と

認
め
ら
れ
た
も
り
以
外
は
芯
く
却
下
し
た
と
と
、
却
下
さ
れ
た
件
数
は
少
〈
左
い
こ
と
、
た
と
ひ
強
制
カ
ル
ナ
ル
を
設
立
せ
し
め
て

も
、
そ
の
期
間
は
と
〈
短
期
聞
に
限
定
し
、
業
町
沖
の
賃
収
と
事
離
し
な
い
や
う
、
更
新
の
場
合
に
は
再
審
費
し
た
己
と
、

一
般

r向
山

制
カ
ル
テ
ル
に
勤
し
て
は
、
特
に
最
重
在
監
督
が
加
へ
ら
れ
、
期
限
後
任
意
カ
ル
テ
ル
に
復
活
し
て
か
ら
も
、
依
然
と
し
て
証
腕
を

怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
弧
制
カ
ル
テ
ル
法
の
発
動
は
中
小
企
業
者
D
カ
ル
テ
ル
に
多
か
っ
た
こ
と
、
-
島
工
そ
己
れ
ら
の
鮪
を
考

へ
る
と
昔
、
法
の
運
用
は
慎
重
で
あ
り
、
か
っ
例
外
的
な
現
象
と
し
て
、
出
来
る
だ
け
運
用
を
手
控
へ
た
こ
と
を
.
推
定
し
て
よ
い

で
あ
ら
う
。

換
言
す
れ
ば
、

ナ
チ
ス
は
岡
氏
絞
済
の
金
間
的
カ
ル
テ
ル
化
に
陥
る
と
と

強
制
カ
ル
テ
ル
法
の
制
定
に
も
拘
ら
十
、

ゴ
ー
ル
は
、
ナ
チ
ス
白
強
制
カ
ル
テ
ル
を
評
し
て
、
そ
れ
は
小
資
本
家
に
射
し
て
大
資

本
家
の
地
位
を
強
化
レ
た
賠
で
、
ア
メ
リ
カ
の

N
R
A
と
金
〈
同
様
だ
、
と
簡
単
に
片
附
け
て
ゐ
る
。
む
ろ
ん
、
さ
う
し
た
一
一
聞
が

を
極
力
さ
け
た
、
と
い
ふ
己
と
が
川
来
る
。

な
か
っ
た
と
は
い
へ
な
い
け
れ

E
も
、
我
々
は
や
は
り
以
上
の
如
昔
解
制
作
を
下
す
こ
と
を
も
っ
て
、
長
そ
ら
く
夫
首
で
は
あ
る
ま
い

と
忠
ふ
も
の
で
あ
る
ロ

阻

ナ
チ
ス
の
カ
ル
テ
ル
政
策
が
比
較
的
早
〈
か
ら
着
々
進
行
し
、
恐
慌
D
克
服
、
疲
弊
産
業
の
救
消
に
寄
興
す
る
と
こ
ろ
多
か
っ
た

に
反
し
て
、
商
工
業
に
訟
け
る
経
済
圏
憾
の
再
編
成
は
、
ナ
チ
ス
本
来
白
念
願
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
歩
、
常
初
の
う
ち
あ
ま
り
渉
々

ナ
チ
ス
極
構
圏
構
白
成
立

第
五
十
一
一
一
巻

告書

蹴

九

九
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ナ
チ
ス
経
済
園
陸
の
成
立

第
五
十
三
巻

第

銃

四
O 

四
O 

し
い
成
果
を
あ
げ
た
か
っ
た
。
特
に
農
業
部
門
に
告
い
で

ラ
イ
ヒ
食
糧
閣

3
2
F
E
S串
E
E島
)
な
る
も
の
が
い
ち
早
〈
組
織

さ
れ
、
農
業
新
鰐
制
の
確
立
を
見
た
の
に
封
比
し
、
著
し
い
相
違
L
」
い
は
ね
ば
友
ら
ね
。
何
故
で
あ
ら
う
か
。

「
職
分
圏
的
構
成
L
L
有
機
的
経
済
情
制
D
賞
現
は
、
徐
々
に
歩
一
歩
進
め
ら
れ
た
。
げ
だ
し
、

有
機
的
な
も
の
は
訟
の
づ
か
ら
成

長
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
物
の
護
展
か
ら
形
成
さ
れ
、
現
貨
D
生
活
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
な
の
だ
か
ら
、
従
っ
て
ナ
チ
ス
常
局
は

完
全
に
新
し
い
立
法
と
問
来
合
ひ
の
組
織
を
経
済
に
押
付
け
る
己
と
を
わ
ざ
と
謎
け
た
L

と
へ

I
ベ
ル
ラ
イ
ン
は
葺
い
て
ゐ
る
。
い

づ
れ
に
せ
よ
、
ナ
チ
ス
に
一
砕
け
る
産
業
白
再
編
成
の
過
程
が
坦
々
た
る
も
の
で
泣
か
っ
た
己
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
バ
ル
ト
に
よ
る

と
、
そ
れ
は
三
つ
の
時
代
を
劃
し
た
、

L
」
い
ム
。
第
一
期
は
一
九
三
三
年
よ
り
一
九
三
四
年
春
ま
で
で
あ
っ
て
、
従
来
の
任
意
制
の

経
済
圏
鰹
白
人
事
の
異
動
を
行
ひ
、
多
数
決
宅
義
に
代
ゆ
る
忙
指
筆
者
原
則
を
も
っ
て
し
た
時
代
で
あ
る
。
一
九
三
一
四
年
春
よ
り
一

九
三
五
年
末
ま
で
は
、
第
二
期
に
該
営
し
、
過
刺
の
法
人
主
整
理
統
合
し
、
以
前
白
任
意
経
済
圏
慨
を
ば
新
た
に
強
制
闘
慢
と
し
て

の
集
固
に
編
成
替
し
た
時
代
。
第
三
期
は
一
九
三
六
年
以
降
で
あ
っ
て
、
と
の
期
に
は
じ
め
て
集
閣
の
任
務
が
具
躍
的
に
明
確
と
な

り
、
ま
た
集
固
と
合
議
所
白
閥
係
た
よ
び
集
園
と
市
場
統
制
闇
檀
と
の
闘
係
が
明
確
と
た
っ
た
。

要
す
る
に
商
工
業
に
ゐ
け
る
経
済
閣
関
の
再
編
成
、
在
来
D
住
意
制
白
利
待
問
憾
の
ナ
チ
ス
的
職
分
園
瞳
へ
の
改
組
は
、
首
初
よ

り
企
附
さ
れ
、
ま
た
着
手
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
初
期
の
試
み
は
ゐ
ほ
む
ね
失
敗
に
蹄
し
、

ツ
経
済
の
有
機
的
構
成
準
備
法
」
の
制
定
に
土
つ
て
は
じ
め
て
本
来
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
同

一
九
三
四
年
二
月
二
十
七
日
「
ド
イ

法
に
よ
っ
て
経
済
大
臣
は
、
左
の
如
き
強
力
左
様
限
を
呉
へ
ら
れ
た
。
(
二
経
済
関
慨
を
首
該
経
済
部
門

K
E
け
る
唯
一
の
代
表
と

認
め
る
こ
と
、
(
二
)
経
済
圏
馴
闘
を
設
立
・
解
散
・
合
併
せ
し
め
る
己
と
、
(
=
一
)
経
済
圏
悼
の

P
4訓
告
よ
ぴ
組
合
協
定
を
援
更
補
完
せ

し
め
、
特
に
指
導
者
原
理
主
導
入
す
る
こ
と
、
(
四
)
経
済
圏
悼
の
指
導
者
を
任
免
す
る
己
と
、
(
五
)
企
業
者
荷
よ
び
企
業
を
経
済
閣

艦
に
加
入
せ
し
め
る
己
と
が
、

す
な
は
ち
ヲ
ぞ
れ
で
あ
る
。

右
白
規
定
が
そ
れ
自
慣
と
し
て
暗
示
し
て
ゐ
る
如
く
、
新
し
い
経
満
国
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慢
の
根
本
性
格
は
次
白
諸
附
間
に
あ
っ
た
。
第
一
は
法
的
危
草
一
代
表
と
し
て
の
資
格
で
あ
り
、
第
二
は
指
導
者
原
則
の
導
入
で
あ
り

第
三
は
義
務
加
入
制
に
よ
る
ア
ウ
ト
・
サ
イ
ダ
ー
の
根
絶
で
あ
る
。
さ
う
し
て
カ
ル
テ
ル
と
白
閥
係
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
営
時
の
経

桝
犬
巨
シ

L

ミ
ッ
ト
白
訓
僻
演
説
の
中
に
宮
路
の
意
向
を
窺
円
山
知
る
と
と
が
出
来
る
。
「
私
の
根
本
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
総
じ
て

債
格
拘
束
も
し
く
は
割
蛍
拘
束
の
如
き
カ
ル
テ
ル
は
、
望
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
と
考
へ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
十
、
敢
へ
て
板
め
て
多
く

白
カ
ル
テ
ル
を
是
認
し
た
の
み
な
ら
や
、
強
制
的
に
設
立
さ
へ
も
し
た
の
は
、
経
済
的
に
重
大
な
時
に
は
、
経
済
白
街
々
の
部
分
に

附
附
来
に
沿
い
て
も
、
債
格
拘

容
易
た
ら
血
破
壊
が
現
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
闘
し
て
私
は
一
々
立
入
る
必
要
を
見
友
い
。

一
々
の
揚
合
に
沿
い
て
は
、
特
に
制
官
拘
束
な
し
に
は
済
ま
ね
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
新
法

。
興
へ
る
可
能
性
に
よ
っ
て
、
適
営
在
る
指
導
者
が
従
来
よ
り
遥
か
に
多
く
、
債
格
拘
束
が
な
く
と
も
、
そ
D
専
門
集
閣
の
内
部
に

望
ま
し
い
秩
序
を
貫
徹
し
、
己
れ
を
維
持
し
う
る
こ
と
は
、
確
か
ら
し
〈
忠
は
れ
る
」
o

ナ
な
は
ち
と
誌
で
我
々
の
接
す
る
白
は
、

東
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
ら
う
。
否
、

カ
ル
テ
ル
は
好
ま
し
か
ら
ぬ
も
の
だ
と
い
ム
考
へ
方
で
あ
り
、
カ
ル
テ
ル
で
は
な
く
、
む
し
ろ
経
済
圏
憶
に
絶
大
白
使
命
と
朗
待
が

か
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
右
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
調
逸
白
商
工
業
は
十
三
の
部
門
に
分
た
れ
、
各
部
門
毎
に
主
要
集
闇
(
国
皇
宮
間
E
唱
。
)
が
結

成
さ
れ
る
と
同
時
に
、
モ
の
各
法
に
指
導
者
が
任
命
さ
れ
た
。
指
導
者
は
い
づ
れ
も
財
界
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
彼
等
を
統
率
す
る
最

高
の
指
導
者
と
し
て
、
ベ
ル
グ
マ
ン
電
機
合
制
々
長
、
ド
イ
ツ
電
機
業
組
合
聯
合
合
長
F
・
ケ
ス
ラ

1
が
任
命
さ
れ
た
。
か
く
し
て

乙

L
に
経
済
指
導
者
制
度
な
る
も
の
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
た
ま
/
¥
そ
の
窪
日
間
百
に
闘
し
て
、
最
高
の
指
導
機
闘
で
あ
る
粧
済

省
と
の
聞
に
意
見
の
粁
格
を
来
た
し
、
開
庄
休
業
の
欣
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
後
一
九
三
四
年
I
一
月
二
十
七
日
第
一
吠
施
行
令
の
溌

布
に
よ
っ
て
、
経
済
関
鰹
白
再
編
成
は
は
じ
め
て
本
格
的
た
軌
道
に
乗
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
第
一
吠
施
行
令
白
護
有
さ
れ
た
の
は
、

ち
ゃ
う
ど
経
済
関
慣
に
長
け
る
必
要
な
整
理
が
一
段
落
。
い
た
時
で
あ
っ
た
。

ナ
チ
ス
軽
油
開
園
関
白
威
主

第
五
十
三
巷

体

説

四

四
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ナ
チ
ス
紐
済
圏
岨
目
白
成
立

第
五
十
三
巻

第

披

四

四

第
一
弐
施
行
令
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
経
済
集
圏
は
、
会
然
新
規
に
出
来
た
も
の
で
在
〈
、
主
と
し
て
従
前

ω任
怠
制
心
経
済

閣
情
を
整
理
統
合
し
‘
と
れ
に
新
し
い
生
命
耽
吹
骨
込
ん
だ
・
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
新
経
消
闇
悼
の
構
成
員
D
中
積
を
な
す
も
の
は

従
前
白
経
済
園
惜
の
構
成
員
で
あ
る
と
と
は
、
い
ふ
ま
で
も
在
い
。
ナ
チ
ス
以
前
に
沿
い
て
は
、
無
数
白
経
消
圏
幽
聞
が
あ
り
、
か
う

そ
れ
が
分
散
し
て
統
一
と
連
絡
を
も
っ
て
ゐ
た
か
っ
た
た
め
、
無
用
な
る
力
の
消
費
が
あ
り
、
相
側
逸
経
済
の
重
い
負
強
と
た
っ
て
ゐ

h
o
然
る
に
ナ
チ
ス
が
己
の
雑
然
た
る
自
然
発
生
的
危
経
済
閣
鴨
皐
置
に
大
錠
を
振
ひ
、
そ
り
整
理
統
合
を
行
ひ
、
新
た
に
整
然
た

る
系
統
を
も
っ
た
強
力
友
経
済
圏
躍
を
編
成
し
、
商
工
鰹
滑
に
有
機
的
た
機
構
を
打
ち
樹
て
た
己
と
は
、
組
め
て
意
義
附
聞
き
こ
と
と

い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

新
経
静
岡
緯
は
、
そ
の
後
四
同
の
施
行
令
に
よ
っ
て
成
長
後
展
を
重
ね
た
も
の
で
あ
っ
て
、
常
初
と
今
日
と
で
は
か
た
り
そ
の
教

を
異
に
す
る
が
、
簡
早
に
そ
の
輪
廓
を
語
れ
ば
、
基
本
的
に
は
業
種
別
開
時
と
地
匝
別
閤
樫
と
の
二
系
統
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。

士
づ
業
種
別
間
憶
に
つ
い
て
見
る
と
、
工
業
・
手
工
業
・
商
業
・
銀
行
・
保
険
・
動
力
燃
料
等
の
諸
部
門
毎
に
、
最
高
の
自
治
的
園

間
と
し
て
ラ
イ
ヒ
佐
官
圃
(
同
盟
岳
山
間
E
3
Z
が
長
か
れ
、
そ
白
下
に
い
〈
つ
か
の
絞
桝
集
園
(
君
王
宮
V
民
骨
民
間
岡
高
官
)
が
、
さ
ら
に
そ
の
干

に
多
数
の
専
門
集
国
首
E
F唱
唱
官
)
が
、
そ
し
て
最
下
位
に
専
門
小
集
圏

(
F
F
E苦
悶
『
宅
官
)
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
業
種
別
闇
植

が
四
段
に
な
っ
て
ゐ
る
に
謝
し
て
、
地
匝
別
閣
剛
聞
は
二
段
に
た
っ
て
ゐ
る
。
す
た
は
ち
全
国
を
十
四
の
絞
済
地
図
に
分
ち
、
各
粧
品
川

地
匝
句
に
原
則
と
し
て
一
筒
の
粧
品
川
曾
議
所
が
設
け
ら
れ
る
。
経
済
合
議
所
は
、
営
該
地
匝
内
の
あ
ら
ゆ
る
経
済
利
A
t
p
代
表
で
あ

る
。
集
聞
の
一
要
求
あ
る
場
合
、
と
の
絞
済
地
匝
毎
に
地
匝
集
閣
(
出

EHrmH与
官
)
が
設
け
ら
れ
る
。
粧
済
地
国
の
下
の
単
位
と
し
て

商
工
舎
議
所
白
地
域
が
あ
り
、
己
の
商
工
合
議
所
白
地
域
を
単
位
と
し
て
、
地
匝
小
集
園

(
F
N
q
w
E
E
o
d
E唱
の
)
が
設
付
ら
れ
て
ゐ

る
。
地
直
小
集
園
は
商
工
曾
議
所
告
よ
ぴ
手
工
業
舎
議
所
と
共
同
し
て
、
経
済
合
議
所
に
代
表
を
送
り
、
ま
た
ラ
イ
ヒ
集
園
は
経
済

合
議
所
と
共
同
し
て
、
ラ
イ
ヒ
経
済
曾
議
所
有
o
Z
5
5己
主
E
P
E
5
2与
に
代
表
を
送
る
。
ラ
イ
ヒ
経
済
合
議
所
は
、
ド
イ
ツ
産
業

統
制
の
最
高
の
自
治
的
中
央
機
闘
で
あ
る
え
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